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．はじめに

ジオパークは，地球活動によって生じた地形・地質

遺産，およびその地域の生態系や歴史伝統・生活文化

を見どころとする自然公園の 1つである。ジオパーク

の目的は地形・地質遺産の保護や保全に加え，それら

を観光や教育活動に利用することで地域の持続的な振

興を図ることである。ジオパークの認定と審査は世界

ジオパークネットワーク（GGN）がユネスコの支援を

受けて行っており，日本国内では日本ジオパーク委員

会（JGC）が審査と認定を行っている。ジオパークの

活動は地域の持続的な振興を目的とすることから，国

内の多くの地域で地域活性化の切り札的な方法として

注目されている。2015年 9月現在，日本国内ではGGN
から認定を受けた世界ジオパークが 7地域，JGC から

認定を受けた日本ジオパークが 32 地域あり，その他に

多数のジオパーク申請準備地域が存在している。これ

らの申請準備地域も遅かれ早かれ地域の整備が進むに

つれて，日本ジオパークとして認定されていくと考え

られる。 
竹之内（2014）は基盤としての地形・地質，動植物

とそれらの生態系，および人びとの歴史伝統や生活文

化をジオパークが扱う素材として挙げている。それら

の素材ないし複数の素材の組み合わせがジオサイトで

あり，ジオサイトの活用の手法は保護・保全を前提と

した観光や教育への利用が望ましい。ジオサイトの観

光や教育利用において，地形・地質や動植物などの生

態系，および歴史伝統や生活文化，さらに地域の産業

を相互に関連づけたジオストーリーが構築され，活用

されている。ジオストーリーは観光客にジオサイトの

価値を伝える工夫でありジオストーリーを実際に観光

や教育に反映させるには，地域の内発的な活動が不可

欠となる（大野 2011）。具体的には，ジオパークの活

動主体となる地域固有の運営組織とその持続可能な運

営計画，および地域住民による下支え的な活動実績が

必要とされている（渡辺 2014） 
以上に述べてきたジオパークの理念を踏まえ，本研

究はジオパークの認定に求められる各素材（ジオポイ

ントやジオサイト）の相互関連や組み合わせに着目し，

各素材を相互関連させるジオストーリーの構築と，そ

の構築にともなう地域融合の関係について考察を加え

ジオストーリーの構築とその活用による地域融合への

影響を明らかにすることを目的とする。ここで言及す

る地域融合は従来の行政単位を超えた住民組織による

地域づくりやまちづくりの展開に資するものであり，

摘 要

本研究は，白山手取川ジオパークの活動を対象にして，時空間的ジオストーリーが地域融合にいかに貢献で

きるのかを検討した。ジオパークが発展するためには，地形・地質遺産などに基づくジオポイントやジオサ

イトを複数組み合わせることによりジオストーリーが地域の内発的な活動に基づいて構築されなければなら

ない。その場合，地質学的なストーリーと地理学的なストーリーを組み合わせた時空間的ジオストーリーの

構築が重要になる。この時空間的ジオストーリーを構築することにより，ジオポイントやジオサイトの組み

合わせだけでなく，それらのまとまりからなるジオエリアの組み合わせも可能となり，地域のつながりや一

体性が強調できるようになる。つまり，時空間的ジオストーリーは地域融合に貢献する可能性が高い。
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白山市は 2005 年の合併特例法の期限切れに伴う合

併，いわゆる平成の大合併で 1 市 2町 5村（松任市，

美川町，鶴来町，河内村，吉野谷村，鳥越村，尾口村，

白峰村）の合併により誕生した自治体である。2005年
の合併後に白山市企画課によって策定された「白山市

総合計画」によれば，旧市町村間の連携や相互関連性，

および地域的なまとまりの強化が将来的に解決すべき

課題として挙げられていた。旧市町村間の連携や地域

的まとまりの強化が課題となった背景は以下に述べる

白山市成立の経緯が大きく，石川県の自治体に関する

合併計画については森川（2013）によって詳しく述べ

られている。 
森川（2013）によれば，日本の市町村合併において

はそれを計画する複数の自治体から構成される合併協

議会が設置され，詳しい合併計画が練られることが一

般に行われてきた。合併計画を練る段階において一部

の自治体が協議会を脱退する場合も少なくないが，石

川県では合併協議会設立以前に十分な協議が行われて

おり，合併協議会設立後に自治体が協議会を脱退する

ことはほとんどなかった。しかし，白山市の場合は石

川県の他の自治体の合併と様相を異にしていた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 白山市の標高分布図 

（基盤地図情報 10mメッシュにより作成） 

 
平成の大合併では合併特例債の発行と地方交付税の

削減といった政策を背景にして合併が進められたため，

人口規模の小さい中山間地域の自治体が合併を強いら

れる結果となった（森川 2013)。合併計画は都道府県

により理念や手法に地域差がある。石川県の合併要綱

は市町村の最少人口の基準を定め，その基準以下の市

町村を合併するというものであった。この計画では基

準以上の人口をもつ市町村は基本的に合併の対象にな

らなかったため，白山市以外では 2～4市町村での小規

模な合併がいくつか行われたにすぎなかった。 
石川県により提示された合併要綱では，白山麓に位

置する鶴来町，鳥越村，河内村，白峰村，尾口村，吉

野谷村の１町 5村の合併はさまざまなパターンで計画

されたが，松任市と美川町を含む現在の白山市のよう

な広域に及ぶ合併計画は提示されていなかった。 
にもかかわらず，現在の白山市のような広域合併が

行われた理由は，金沢市による合併論議の拡大があっ

た。石川県の合併要綱では，人口と経済の規模の大き

い金沢市の合併は計画されていなかった，しかし，金

沢市は市町村合併により人口規模を大きくし，政令指

定都市を目指すという目的で，周辺市町村に対して積

極的に合併協議をもちかけた。人口規模が小さく，合

併の必要性に迫られていた白山麓の 1町 5村は金沢市

からの合併協議を受けたが，松任市も金沢市に対抗し

て白山麓 1町 5村に合併協議をもちかけた，松任市は

白山麓 1町 5村との消防やごみ処理・医療などで広域

行政をすでに行っており，金沢市と白山麓の合併によ

って従来の広域行政が崩壊することを危惧しての合併

協議であった。 
以上に述べたように，白山麓 1 町 5村には金沢市も

しくは松任市・美川町との合併という 2つの選択肢が

提示された。白山麓 1町 5村内でも合併に関する意見

がまとまることはなく，鶴来町は松任市・美川町との

合併を先立って決定したが，5 村では金沢市との飛び

地合併までもが検討された。しかし最終的には，合併

に関しての村民アンケートの結果と手取川流域という

地域性や地域の自然的なまとまりを考慮して，松任

市・美川町との合併が決定した。このような経緯に基

づいて，白山市が 2005年に誕生した。これは地域性や

広域行政を優先した広域市町村合併であり，合併のメ

リットが目にみえる形であらわれることはほとんどな

かった。そのため，新しく成立した白山市の課題は合

併のメリットを示す具体的な都市計画と，広域で複数

の旧市町村間をまとめる方法を構築することであった。

そこで，白山市は合併の拠り所の１つとなった一体性

や地域性を形あるものとして内外に示すため，手取川

とその流域や扇状地をテーマとするジオパークの事業

と活動を開始した。 
 

標高

 
 

多くの地域住民が既存の行政単位の枠組みを超えて地

域事業に参画するようになることである。そのことは，

いくつかに分化していた地域が一体性をもってまとま

ることでもある。地域活性化の成功への一歩は，地域

のさまざまな主体が地域的な課題を把握し，それらを

解決するためのまとまりあるパートナーシップをもつ

ことである。このようなパートナーシップを構築する

手段として，ジオパークが有効なものとなることを本

研究は明らかにしていく。 
ジオパークにおいては，ジオポイントやジオサイト

の設定と，それらを複数組み合わせたジオストーリー

の構築が重要であり，ジオポイントやジオサイトの相

互関連に基づいて組み合わせが地域融合を促す基盤と

なっている。ジオパークで考えられるジオストーリー

は，時間的なスケールに基づく地質学的なものと，空

間的なスケールに基づく地理学的のものとに大別でき

る。ジオストーリーは時間的なスケールと空間的なス

ケールを合わせることで有意で深淵な説明となる。つ

まり，地質学的なストーリーと地理学的なストーリー

を合わせたものが，時空間的ジオストーリーとなり，

時間的なスケールと空間的なスケールを重視すること

で地域融合を促す１つの原動力となる。なぜなら，地

質や地形の現象は決して行政単位で完結しないためで

あり，それらに基づく人間活動の広がりも１つの行政

単位でまとまるものでないためである。 
 
表 1 日本ジオパークにおける運営母体の構成 

（2015年 8月現在） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（日本ジオパークネットワーク資料より作成） 

 
現在，日本で行われているジオパーク活動の運営組

織の構成を表 1にまとめた。これによれば，ジオパー

クの運営組織の構成の多くは複数の市町村であり(18
地域)，それらが複数の都道府県にまたがっているもの

も少なくない（4 地域）。また，現在において単一市

町村で計画されているジオパークであっても，平成の

大合併で成立した市町村がジオパークの範囲になって

いるものも多い（7 地域）。平成の大合併で成立した

自治体の大きな問題は，合併以前の市町村を合併後の

自治体としていかに一体性をもってまとめるかである。

平成の大合併で成立した自治体の 1つに糸魚川市があ

り，合併後の糸魚川市の地域的なまとまりや地域アイ

デンティティの構築にジオパークが一定の役割を果た

してきたことは，竹之内(2014)においても指摘されて

いる。したがって，本研究も時空間的ジオストーリー

の構築が果たす役割を検討するため，平成の大合併の

自治体によって構成された糸魚川ジオパーク以外のジ

オパークを対象とし，白山手取川ジオパークを事例地

域に抽出した。 
 

Ⅱ．白山市と白山手取川ジオパークの概要

白山手取川ジオパークを構成する自治体は石川県白

山市であるが，白山市は 2005年の合併により誕生した

新しい自治体である。白山市は石川県南部に位置し，

東は石川県最大の都市である金沢市と隣接し，西は小

松空港が立地する小松市に隣接している（図 1）。白

山市の市域は 755.17㎢と石川県の約 20％を占め，東西

34.8 ㎞，南北に 55.6㎞と南北に長く広がっており，市

域の南端は標高約 2,700ｍの山岳地（白山），北は手取

川扇状地の平野となっている。このように，白山市は

合併前の旧市町村間において自然環境やそれを基盤と

する人口分布に地域差があり，市としての地域的まと

まりも地域アイデンティティも比較的希薄であった。

そのような希薄さを解消することも，ジオパーク認定

やジオストーリー構築の１つの目的であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図１ 石川県白山市の位置 
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図 2 白山市の標高分布図 
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って従来の広域行政が崩壊することを危惧しての合併

協議であった。 
以上に述べたように，白山麓 1 町 5村には金沢市も
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提示された。白山麓 1町 5村内でも合併に関する意見

がまとまることはなく，鶴来町は松任市・美川町との
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地合併までもが検討された。しかし最終的には，合併

に関しての村民アンケートの結果と手取川流域という
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の旧市町村間をまとめる方法を構築することであった。

そこで，白山市は合併の拠り所の１つとなった一体性

や地域性を形あるものとして内外に示すため，手取川

とその流域や扇状地をテーマとするジオパークの事業

と活動を開始した。 
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Ⅲ．白山手取川ジオパークにおける地域融合

時空間的ジオストーリーの構築

 合併によって新しく誕生した白山市は，南北に延びる

広大な市域をもち，標高に基づく気候環境や植生の地

域的差異が顕著であり，ジオパークの要素は多種多様

である。それは，ジオ多様性の典型的な様相を呈して

いる。そのため，市域全体で共有できる自然的な要素

が必要であり，市域を貫流する手取川が白山手取川ジ

オパークの全地域で共有できるアイデンティティとし

て採用された。したがって，ジオストーリーは手取川

を中心にして構築されてきた。白山手取川ジオパーク

の全体的なテーマは「山－川－海そして雪， いのちを

育む水の旅」となり，手取川の上流から下流までの水

流の形態の違いや水の土地への作用の仕方の違いに着

目してストーリーの構築が試みられた。この流域で暮

らす人びとは「水の旅」による水の恩恵を受けるとと

もに、さまざまな水の脅威にも備えてきた。そのよう

な人びとの生活の文化や歴史伝統を含めてジオスト―

リーが検討されてきた。当然のことながら，白山に降

る大量の雪が「水の旅」の始まりであり，それが日本

海に流れ込むまでに侵食や堆積などさまざまに土地へ

の作用を繰り返しており，一連の「水の旅」は人びと

の生活文化の形成に大きな役割を担ってきた。 
このように、白山手取川ジオパークにおける「水の

旅」の全体的なジオストーリーを地域的に明確にする

ため，ジオパークの領域（白山市域）は「山と雪のエ

リア」と「川と峡谷のエリア」，および「海と扇状地

のエリア」の 3つに区分されている（図 3）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

3 つのジオエリアは日本海形成を 1 つのテーマとし

て時間的推移（地質学的なストーリー）に応じて区分

されている。具体的には，日本海形成以前の大陸時代

の地層（山と雪のエリア）と日本海形成に関連した地

層（川と峡谷のエリア），および日本海形成後の地層

（海と扇状地のエリア）に対応して，白山手取川ジオ

パークは 3つの副次的なジオエリアに区分されている。 
このように 3 つのジオエリアは手取川の上流・中

流・下流（地理学的なストーリー）に対応しており，

地質地層の新旧と相まって，上流から下流までの「水

の旅」は時空間的ジオストーリーになっている。 
それぞれのエリアでは地域資源となるジオポイントが

立地し，複数のジオポイントを特定の小テーマでまと

めたジオサイトが設定されている。例えば，「山と雪

のエリア」では，日本海形成以前の 6000 万年前の地質

地層がジオポイントの中心となり，手取層群の基盤岩

石や季節風のもたらす豪雪がジオストーリーの基軸に

なっている。「川と峡谷のエリア」では，2000万年前

の日本海形成期の火山活動などのジオポイントを中心

として，隆起による段丘や侵食による峡谷がジオスト

ーリーの主要部分になっている。他方，「海と扇状地

のエリア」では，日本海形成後の 300 万年前以降のジ

オポイントを中心にして，堆積作用による扇状地の形

成がジオストーリーの基軸になっている。以上に述べ

たジオエリアごとのストーリーは，「山と雪のエリア」

は主に旧白峰村・旧尾口村・旧吉野谷村で，「川と峡

谷のエリア」は主に旧鳥越村・旧河内村で，そして「海

と扇状地のエリア」は主に旧松任市・旧美川町・旧鶴

来町で展開していた。 
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このような時空間的ジオストーリーの構築によって，

白山市の上流の山間地区と中流の地区，および下流の

扇状地の地区との地域融合が図られると、自治体やジ

オパーク活動を推進してきた担当者は考えていた。次

に，ジオストーリーに連動した地域融合の実態を検討

するため，ジオパークに関連する組織とその活動内容

を検討する。 
 

白山手取川ジオパークの活動

白山手取川ジオパークが本格的に始動するにあたり，

白山手取川ジオパーク推進室が白山市役所内に設置さ

れ，その推進室が中心となり白山手取川ジオパーク協

議会を企画し，ジオパーク設立後も推進協議会の事務

局としてジオパークの活動を継続的に行ってきた。推

進協議会には行政や研究機関，および学校教育機関と

いったさまざまな公的な組織だけでなく，白山市観光

ボランティアガイド協会や各地区の観光協会，あるい

は商工会といった多くの市民団体もジオエリアごとに

含まれている。これは，白山手取川ジオパークの活動

の目的が地質・地形遺産の保護保全とともに，新しい

市の統合と一体感の醸成になっているためである（白

山手取川ジオパーク推進協議会 2011）。したがって，

ここでのジオパーク活動の大きな特徴は，参加団体の

地域的な，および組織的な多様性にあり，個々の団体

による活動が進められている。 
白山手取川ジオパークで行われた事業について

2012 年のものを表 3にまとめた。これによれば，事業

は「啓発事業」，「ガイド養成事業」，「学習支援事

業」，「ジオツアー事業」，「補助事業」の 5つに分

けられており，とりわけ地域住民へ向けた「啓発事業」

と「学習支援事業」，および観光客を対象とした「ジ

オツアー事業」が活動の中心となっている。 
例えば，「啓発事業」では市職員へ向けたジオパーク

学習会と元小中学校教員を対象とする白山市学校教育

研究会，あるいは各種の出前講座などで，ジオパーク

に関する基礎的な理解が促され，地域資源やジオ資源

を認識を推進している。さまざまな「啓発事業」のな

かでも，出前講座は2012年に35回開催され，延べ2,100
人が参加した（1回当たり約 60 人）。また小学生や中

学生を対象とした「学習支援活動」として，ジオパー

クを利用した遠足や野外実習が白山市内の小学校と中

学校の 7校で行われている。つまり，「啓発事業」や

「学習支援事業」などにより，ジオパークやそれに関

連した地域資源・ジオ資源を学ぶ機会が多く提供され

ている。 
地域融合は「啓発事業」や「学習支援事業」として，

白山市域全体の資源を活用した時空間的ジオストーリ

ーに基づく遠足や野外活動の実施で促進されている。

しかし，地域融合の効果は 3つのジオエリアを活用す

る「ジオツアー事業」によってより確かなものになっ

ている。2014年に実施されたジオツアーを表 4にまと

めた。 
これによれば，ツアーの集合場所は「山と雪のエリ

ア」に立地する白山砂防館と「海と扇状地のエリア」

に立地する千代女の里俳句館のようなジオエリアの拠

点施設が多く，金沢駅や松任駅のような交通拠点も集

合場所になっている。このような集合場所の違いは，

ガイドツアーの団体の性格や主に訪ねるジオエリアの

特徴を反映している。 
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表4 2014年白山手取川ジオパークでのジオツアー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

白山手取川ジオパークのテーマは時空間的ジオスト

ーリーに基づいて 3つのジオエリア，あるいは手取川

流域の上流から下流までの地域を融合させるものであ

った。しかし，実際のジオツアーの多くは，下流域の

拠点施設や交通拠点を集合場所にして，１つのジオエ

リアないしは隣接する 2つのジオエリアを結びつける

ものになっている。このようなジオツアーの実態は，

ツアーを運営する主体の事情によるところが大きい。

白山手取川ジオパークでジオツアー事業を行っている

組織は，主に白山市ボランティアガイド協会と株式会

社ホワイトリングの 2団体である。 
白山市ボランティアガイド協会は拠点施設を集合場

所とするジオツアーを中心に行っている。この団体の

前身は白山市の誕生以前からそれぞれの旧市町村にお

いて組織されたガイド組織であるため，ジオツアーや

ガイドツアーは旧市町村のジオエリアを中心としたも

のにならざるをえない状況になっている。事務局の運

営は「加賀白山ようござった」という白山市 1町 5村
を本拠地とする NPO 団体が行っており，その団体は

市町村合併以前から手取川流域の観光事業を精力的に

進めていた。基本的には，ジオツアーとして企画した

ものの多くは従来行っていたツアーにジオの要素を加

えたものになっている。白山市の合併後白山市ボラン

ティアガイド協会の設立によって、旧市町村ごとのガ

イド組織の協力体制は構築されたが，白山市の範囲が

広大であることや，海岸から山麓までの簡便な移動手

段がないため，１つのジオエリアないしは 2つのジオ

エリアのツアーが一般的なものになっている。つまり，

時空間的ジオストーリーを活用した手取川流域全体の

ツアーの実現は難しく，合併当初に考えていた地域融

合は未完成の状態にあった。 
他方，白山市全域を対象にバス事業を展開する株式

会社ホワイトリングが地域観光を促進する目的でジオ

ツアーの事業に参加するようになった。株式会社ホワ

イトリングは旧尾口村に立地する高原ホテルが中心と

なり，2013年に地域限定旅行業の指定を受けてジオツ

アー事業を開始した。地域限定旅行業は取得した会社

が立地する市町村とそれに隣接する市町村での営業活

動に限定した旅行業の資格である。株式会社ホワイト

リングは集合場所がＪＲ金沢駅となる 4つのジオツア

ーを行っている。これらのジオツアーは，観光バスを

利用してアクセスの悪い白山周辺のジオポイントやジ

オサイトを周遊させるもので，複数のジオサイトやジ

オエリアを連携させて利用することができる。このジ

オツアーの特徴は，時空間的ジオストーリーに基づい

て，3 つのジオエリアを手取川の上流から下流に，あ

るいは下流から上流に周遊できることであり，そのこ

とは手取川流域としての地域の一体性を強調するもの

となっている。 
具体的には No.4 のジオツアーでは観光道路である

白山スーパー林道（現 白山白川郷ホワイトロード）を

利用し，観光道路から見る事の出来る中流の地域が何

故できたのかを上流の地域と重ね合わせて解説するな

どといった方法がとられている。 
以上に述べてきたように，ジオパーク事業の開始後，

従来の観光団体によって個々のジオエリアとそれに含

まれるジオポイントやジオサイトのジオストーリーが

活用されてきた。この段階では，手取川流域の一体性

を強調したり，地域融合を図ったりするジオツアーの

実施は難しい状況であった。それは，交通アクセスの

問題からジオパーク全体を俯瞰するツアーがないため

であり，時空間的ジオストーリーが活かされていない

という欠点もあった。しかし，特定の活動主体が白山

市全域を営業範囲とする地域限定旅行業の資格を取得

することにより，時空間的ジオストーリーを地域全体

にわたって利用する事ができるようになった。調査時

点では単一の観光団体が地域全体を対象としたツアー

を行うにとどまっているが，ジオサイトの内発的な利

ジオツアー名称 開催日 集合場所
白峰の暮らしは自然との共生 百万貫の岩の誕生を尋ねる 8/23～11/2の土日祝日 白山砂防館

自転車で碑めぐり（芭蕉・凡兆・若推） 石川ルーツ博物館
一向一揆の里・鳥越に歴史と自然を学ぶ 道の駅一向一揆の里

紅葉の白山 ミニ縦走を楽しむ 10/4～10/5 JR金沢駅
紅葉燃える スーパー林道と三方岩岳トレッキング JR金沢駅/JR松任駅/北陸鉄道鶴来駅

白山砂防ダムと白山ろく民族資料館体験見学 JR金沢駅/JR松任駅/北陸鉄道鶴来駅
コスモスゆれる手取キャニオンロード・サイクリング 白山市鶴来支所

古地図で松任めぐり 千代女の里俳句館
紅葉真っ盛り 大林ブナ原生林周辺散策 白山一理野温泉スキー場

ジオ味抜群! 紅葉の河合鉱山と白山麓巨木めぐり JR金沢駅/JR松任駅/北陸鉄道鶴来駅
ジオの恵み（秋編）里山キノコ探検隊 河内村福岡集会所

全山紅葉ミステリーゾーン探検とマタギ料理を満喫 白山一理野温泉スキー場
鮭のつかみ取りと鮭料理 JR小舞子駅
千代女の里のジオ巡り 千代女の里俳句館
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用が始まっているといえる。 

Ⅳ．まとめ

本研究は，白山手取川ジオパークのジオポイント

やジオサイトの分布と，それらのまとまりとしての

ジオエリアを確認した。それらは，地質地層年代に

よる時間的なストーリー（地質学的ストーリー）と，

水の上流から下流までの流れやその作用に基づく

空間的なストーリー（地理学的ストーリー）によっ

て特徴づけられている。それらの特徴に基づいて，

時空間的ジオストーリーを構築し，手取川流域の一

体性や合併後の地域統合を図ることが白山手取川

ジオパークの達成すべき目的の 1 つであった。ジオ

パークの目的を達成するため，地域住民への啓発事

業や学校教育支援事業が行われてきた。結果として，

地域住民のジオパークに関する理解や認知，地域資

源とジオ資源への認識は深められたが，それらが手

取川流域の一体性や地域融合に貢献したかは不明

である。 

図 5 白山手取川ジオパークのストーリーモデル 

また，地域資源やジオ資源を活用したジオツアー

は，1つのあるいは隣接した 2 つのジオエリアのジ

オポイントやジオサイトに基づく周遊として企画

されており，白山市全体に及ぶジオツアーが少ない

と言う欠点があった。 
そのような状況のなかで，特定の観光主体が地域

限定旅行業の資格を取得し，手取川流域の上流から

下流に及ぶ，あるいは下流から上流に及ぶジオツア

ーを開始した。これは，時空間的ジオストーリーに

基づくジオツアーであり，手取川流域の一体性と白

山市を構成する旧市町村の地域融合を強調するも

のとなった。 
かくして，ジオパークにおける時空間的ジオスト

ーリーの構築によって，合併市町村の地域融合の兆

しを見ることができる。しかし現段階ではあくまで

単一の団体によるツアーがおこなわれているに留

まっており，ジオパークが地域に資するためには複

数団体での観光事業の実施・学校教育でのジオパー

クのＰＲなどを行い時空間的ジオストーリーに基

づいた複数団体によるジオパークの利用が不可欠

である。 
その利用においては白山手取川ジオパークのジ

オストーリーのモデルに示されているように（図 5）
特定のジオエリアにおけるジオポイントやジオサ

イトのジオストーリーを基礎的なものとし，それら

の隣接したもの同士の組み合わせによるジオスト

ーリー，さらに地域全体のジオエリアを結び付ける

ジオストーリーといった階層的な構造に基づいて

時空間的ジオストーリーが構築される。その階層に

基づいて構築された時空間的ジオストーリーが地

域融合に貢献することができる。 
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白山手取川ジオパークのテーマは時空間的ジオスト

ーリーに基づいて 3つのジオエリア，あるいは手取川

流域の上流から下流までの地域を融合させるものであ

った。しかし，実際のジオツアーの多くは，下流域の

拠点施設や交通拠点を集合場所にして，１つのジオエ

リアないしは隣接する 2つのジオエリアを結びつける

ものになっている。このようなジオツアーの実態は，

ツアーを運営する主体の事情によるところが大きい。

白山手取川ジオパークでジオツアー事業を行っている

組織は，主に白山市ボランティアガイド協会と株式会

社ホワイトリングの 2団体である。 
白山市ボランティアガイド協会は拠点施設を集合場

所とするジオツアーを中心に行っている。この団体の

前身は白山市の誕生以前からそれぞれの旧市町村にお

いて組織されたガイド組織であるため，ジオツアーや

ガイドツアーは旧市町村のジオエリアを中心としたも

のにならざるをえない状況になっている。事務局の運

営は「加賀白山ようござった」という白山市 1町 5村
を本拠地とする NPO 団体が行っており，その団体は

市町村合併以前から手取川流域の観光事業を精力的に

進めていた。基本的には，ジオツアーとして企画した

ものの多くは従来行っていたツアーにジオの要素を加

えたものになっている。白山市の合併後白山市ボラン

ティアガイド協会の設立によって、旧市町村ごとのガ

イド組織の協力体制は構築されたが，白山市の範囲が

広大であることや，海岸から山麓までの簡便な移動手

段がないため，１つのジオエリアないしは 2つのジオ

エリアのツアーが一般的なものになっている。つまり，

時空間的ジオストーリーを活用した手取川流域全体の

ツアーの実現は難しく，合併当初に考えていた地域融

合は未完成の状態にあった。 
他方，白山市全域を対象にバス事業を展開する株式

会社ホワイトリングが地域観光を促進する目的でジオ

ツアーの事業に参加するようになった。株式会社ホワ

イトリングは旧尾口村に立地する高原ホテルが中心と

なり，2013年に地域限定旅行業の指定を受けてジオツ

アー事業を開始した。地域限定旅行業は取得した会社

が立地する市町村とそれに隣接する市町村での営業活

動に限定した旅行業の資格である。株式会社ホワイト

リングは集合場所がＪＲ金沢駅となる 4つのジオツア

ーを行っている。これらのジオツアーは，観光バスを

利用してアクセスの悪い白山周辺のジオポイントやジ

オサイトを周遊させるもので，複数のジオサイトやジ

オエリアを連携させて利用することができる。このジ

オツアーの特徴は，時空間的ジオストーリーに基づい

て，3 つのジオエリアを手取川の上流から下流に，あ

るいは下流から上流に周遊できることであり，そのこ

とは手取川流域としての地域の一体性を強調するもの

となっている。 
具体的には No.4 のジオツアーでは観光道路である

白山スーパー林道（現 白山白川郷ホワイトロード）を

利用し，観光道路から見る事の出来る中流の地域が何

故できたのかを上流の地域と重ね合わせて解説するな

どといった方法がとられている。 
以上に述べてきたように，ジオパーク事業の開始後，

従来の観光団体によって個々のジオエリアとそれに含

まれるジオポイントやジオサイトのジオストーリーが

活用されてきた。この段階では，手取川流域の一体性

を強調したり，地域融合を図ったりするジオツアーの

実施は難しい状況であった。それは，交通アクセスの

問題からジオパーク全体を俯瞰するツアーがないため

であり，時空間的ジオストーリーが活かされていない

という欠点もあった。しかし，特定の活動主体が白山

市全域を営業範囲とする地域限定旅行業の資格を取得

することにより，時空間的ジオストーリーを地域全体

にわたって利用する事ができるようになった。調査時

点では単一の観光団体が地域全体を対象としたツアー

を行うにとどまっているが，ジオサイトの内発的な利

ジオツアー名称 開催日 集合場所
白峰の暮らしは自然との共生 百万貫の岩の誕生を尋ねる 8/23～11/2の土日祝日 白山砂防館

自転車で碑めぐり（芭蕉・凡兆・若推） 石川ルーツ博物館
一向一揆の里・鳥越に歴史と自然を学ぶ 道の駅一向一揆の里

紅葉の白山 ミニ縦走を楽しむ 10/4～10/5 JR金沢駅
紅葉燃える スーパー林道と三方岩岳トレッキング JR金沢駅/JR松任駅/北陸鉄道鶴来駅

白山砂防ダムと白山ろく民族資料館体験見学 JR金沢駅/JR松任駅/北陸鉄道鶴来駅
コスモスゆれる手取キャニオンロード・サイクリング 白山市鶴来支所

古地図で松任めぐり 千代女の里俳句館
紅葉真っ盛り 大林ブナ原生林周辺散策 白山一理野温泉スキー場

ジオ味抜群! 紅葉の河合鉱山と白山麓巨木めぐり JR金沢駅/JR松任駅/北陸鉄道鶴来駅
ジオの恵み（秋編）里山キノコ探検隊 河内村福岡集会所

全山紅葉ミステリーゾーン探検とマタギ料理を満喫 白山一理野温泉スキー場
鮭のつかみ取りと鮭料理 JR小舞子駅
千代女の里のジオ巡り 千代女の里俳句館
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